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Well-being向上

に向けた取組み 

令和４年４月、局内に Well-being 推進活動体制を整備。局長を Well-being 

推進本部長に据え、局内５つ部の部長を CHO（Chief Happiness Officer）に

任命、さらに、局内から任意に「しあわせ係」を募り、職員全体のWell-being の推進に

努めている。 

具体的な活動としては、職員全体に活動の趣旨を伝え、イメージの共有を行うことを目

的とした「ウェルビーイング・リレーセミナー」を実施。同セミナーは年に数回開催し、有識者

等による説明と意見交換などを予定。 

また、日頃から身の回りを整理して綺麗な職場にする運動を始めるなど、Well-being

に繋がる「小さな取組」を、「スモールスタート」として積み重ねている。

さらに、経済産業省内で行っている職員の満足度調査の結果を基に、Well-beingの

成果の数値化を検討。継続的に計測していくことで、職場内のWell-beingを「目に見え

る形」につなげていく予定。

アンケート実施 ○ アンケートの
社内共有 ○
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【ダイバーシティ経営の促進】
・多様な人材（女性、外国人、障がい者、高齢者、性的マイノリティ
  等）が、十分に活躍できる環境が整備されている。

○ ○

・常勤・非常勤ともに障害を有する者を雇用するとと
もに、定年を超えた職員を再任用で採用しており、職
員に応じて勤務時間の選択を可能にするなど、多様な
人材が働きやすい環境の整備に努めている。

○ ○ ○

【多様な働き方の促進】
・テレワーク制度の実施やフレックスタイム制、時差出勤制度を
　導入し柔軟な勤務形態をとっている。
・ワークライフバランスを推進している。

○ ○
・テレワーク制度、フレックスタイム制度、時差出勤制度
等を導入し、職員が働きやすい環境整備を進め、ワー
クライフバランスを推進している。

〇 ○ ○

【人権の尊重】
・ハラスメントの防止など人権が尊重された職場づくりのため、
 ルールが定められ、教育・相談体制が整備されている。

○ ○

・セクハラやパワハラ等に係る相談窓口を設けてい
る。
・全職員参加を必須とした、人権問題やハラスメント対
策の研修を実施している。

○ ○ ○ ○

【従業員の心と体の健康への配慮】
・長時間労働の是正に取り組んでいる。
・従業員のメンタルヘルスを良い環境で維持できるように対策に
　取り組んでいる。
・従業員への健康投資による生産性の向上等に取り組んでいる。

○ ○

・毎月、全職員の超勤状況をモニタリングして局内の
会議でも報告するなど、長時間の労働抑制に努めてい
る。
・メンタルヘルスについて研修を実施するとともに、産
業医による面談等を設け、心と体の健康管理に努めて
いる。

○ 〇 ○

【人材育成】
・従業員に適切な能力開発、教育訓練の機会を提供している。
・職場体験やインターンシップの受入れ等、職業の学びの場を
　提供している。

○ ○

・対面・オンラインによる様々な研修を企画・実施する
とともに、経産省や省外の研修施設等における研修受
講も推進している。
・新規採用・中途採用問わず、入局したばかりの職員に
対するメンター制度を整えている。

○ 〇 ○ ○

【廃棄物・有害化学物質の管理、３Rの推進】
・廃棄物・有害化学物質の管理を適切に行い、また削減に
　努めている。
・リデュース、リユース、リサイクルの推進を行っている。

○ ○ ○

・ごみの分別の徹底はもちろん、古紙等の資源回収を
徹底している。
・会議では、カートカン（紙製飲料容器）の使用を必須
とし、ペットボトル使用の抑制等を進めている。

○ ○ ○ ○ ○

【温室効果ガスの排出削減】
・省エネルギーや再生可能エネルギーの利活用など、
　温室効果ガスの排出削減に取り組んでいる。

○ 〇

・省エネのために、冷暖房の温度制限や電灯の間引き
等を実施している。
・夏季のクールビズ、冬期のウォームビズを推進してい
る。
・出勤時等において、原則、公共交通機関の利用を推
奨している。

○ ○ ○

【生物多様性、天然資源への配慮】
・自社活動が生物多様性や生態系にどのような影響を与えるか
　確認して、持続可能な活動となるよう取り組んでいる。
・天然資源の持続的利用に配慮した調達を行っている。

○ 〇
・グリーン購入法に従った物品購入等を原則とするな
ど、天然資源の持続可能な利用に努めている。

○ ○ ○ ○ ○

【水資源の有効活用】
・自社の水の利用状況を適切に管理し、水の有効利用や節水に
　努めている。

○
・給湯室やトイレ等に張り紙を貼ったり定期的な呼び
かけを行ったりして、職員の節水意識の向上に努めて
いる。

○

【製品・サービスの安全性】
・自社の製品・サービスの安全性や品質を確保するための
　仕組みを構築している。

○ ○
・直接的または間接的に実施する事業が、事故等を起
こさぬよう、必要事項の遵守に努めるなど、サービス
の安全性の確保に努めている。

○ ○

【社会課題解決】
・社会課題の解決を意識した事業運営に取り組んでいる。
・地域、大学、NPO、行政など多様な主体とのパートナーシップに
　より、社会課題を解決する製品・サービスの開発・展開に取り組
　んでいる。

○ ○ ○
・地域社会の課題解決による新規ビジネスの創出等に
官民一体となって取り組んでいる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【個人情報保護】
・個人情報を適切に管理している。

○
・個人情報保護に係るルールを設定するのはもちろ
ん、定期的に遵守状況を確認したり、研修を実施した
りして、情報のセキュリティ対策を徹底している。

○

【法令遵守】
・法令遵守の考え方が社内に浸透し、法令を確実に遵守する
　体制・仕組みが整備されている。

○
・研修や職場内の確認会議等を通じて、公務員として
法令遵守について徹底している。

○

【内部管理体制】
・経営理念及び経営目標の社内への共有が行われている。

○
・職場全体の議論を通じて当局の組織理念を策定し、
トップからの絶え間ないメッセージ等により、組織理
念に従った業務の推進に努めている。

○ ○ ○

【事業継続、事業承継】
・事故や災害などの発生のおける事業継続計画を立案している。
・事業承継に関する検討・対策を行っている。

○ ○ ○
・災害発生時等における事業継続計画を策定し、全職
員に共有している。

○ ○ ○ ○
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